
班 班別の意見 主な意見　【自分でできること】 主な意見　【誰かと協力するとできそうなこと】
・携帯のメールを使って筆談のかわりにコミュニケーション ・マタニティマークで知らせる
・「聞こえない」と積極的に伝える ・市でもボランティアグループの存在を広めてほしい
・障害者が質問している意味を正確に伝える ・手話講習会を増やしたい
・困ったときは勇気を出して紙に書いて隣の人に聞いた ・手話サークルとボランティアが協力して活動
・話をすれば理解されることもある
・ボランティアグループの存在をもっと広める
・手話を覚える
・自分なりに周囲に気を配りながら生活する
・道を歩くのは怖いのでなるべくバスに乗る
・「伝える努力」「知る努力」 ・小、中学校でバリアフリー教育をする
・はっきり話す努力をしたいが、なかなか難しい ・日頃から把握するため、みんなが申し出る（できない理由もある）
・近所の方になるべく迷惑をかけないように家族を頼る
・知ってもらうための活動は行っていきたい
・耳が聞こえなくても小さな手伝いはできる
・「私はここにいる」言ってもらえればいいが、言いたくない人もいるのでは

・人に伝える。外に出ていく ・出前講座の継続
・障害を持っていると皆さんに知っていただく ・知的、精神の出前講座がもっとあると良い
・触れなくても声かけてみることから始める ・雪の時など、周りの人が助けてくれる地域づくり
・笛を吹いて知らせる
・人が言っていることは理解できるが、自分が思っていることを伝えるのはなかなか難しい

・その日の行動を他の人に知らせていきたい ・地域イベントを通じて、顔を覚えてもらう。
・声かけをしていきたい ・市民と学生が協力
・あいさつをする ・子供たちとも助け合い。バリアフリーの教育をキチンと行う
・車のドライバーも障害者に気を使う。 ・市広報などの情報を提供するボランティア
・思いやり気遣い ・誘導補助をするボランティア
・子供に教育する ・災害時には、要援護者の方を見つけて2～3人でかけつける仕組み
・誰が周りにいるのかを調べる、覚える
・支援者は肩に手を触れてから声かけをしていく ・手話通訳などを通すなどしてコミュニケーションをとる
・積極的にコミュニケーションをとるようにする ・自治体や民生委員などとの連携が必要
・見守りをすることで助けることができる ・福祉教育を充実させることで共助につながる
・個人の心の持ち方によってバリアが解消されることがある ・情報があることで、１人で何かをすることへの助けになることがある

・障害者とサービス提供者をスムーズにつなげていく仕組みが必要
・行政の中での連携をして、対策を立てることが必要
・情報を開示すれば共助につながる
・名簿があることで助けることができる。災害時支援制度を拡大していくと良いのではないか

参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見
　　【バリアフリー社会を考える研修会】

　日常生活や災害時に、困ること・不安に思うことなどを考えるきっかけとして、保健福祉部障害福祉課・高齢福祉介護課と共同で、市民が自由に参加できる
「バリアフリー社会を考える研修会（取組4）」を平成26 年11 月30 日に実施し、56 名の参加者がバリアフリーに関する理解を深めるとともに、市民一人ひ
とりのバリアフリーの実践に向けた意見交換を行いました。
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班 班別の意見 主な意見　【自分でできること】 主な意見　【誰かと協力するとできそうなこと】
・障害について知る。勉強したい ・障害、意志の見える化。わかりやすい表示
・手伝い方にも注意が必要 ・コミュニティが支える。共存（情報不足）

・家族の立場から知る
・待つだけでなく、自分から声をかけて助けてもらう。→知ってもらえる ・あいさつ、声掛け
・知ってもらう努力をする ・日常的な交流をし、相互理解や気づきへつなげる
・自分のことは自分で決められるように想定しておく ・特別視ではなく、協力・助け合いの社会へ
・家族も守れるように、もしもの時を想定しておく ・子供への道徳授業よりも、手話などを学ぶ機会を

・避難ルートを明確化する
・避難所に障害のある人もいる。想定をし、運営する
・地域の人は、障害のある人とのかかわり方がわからない。→知る機会の創出

・知ってもらう
・知ろうとする
・コミュニケー

ション

7班

知ることから
の共生

6班
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● 手助けや協力があって助かった、うれしかったこと　/　▲ 手助けや協力がなくて困った、悲しかったこと

● 困っているときに「何かお手伝い必要ですか」など声をかけてくれたり、手伝ってもらえて助かった。
● 電車やバスで席を譲ってもらった。
▲ 困っているときに助けを求めたが手伝ってもらえなかった。
▲ 冷ややかな目線や心無い言葉によって傷ついた。
▲ 車いす使用者用駐車場や多機能トイレを健常者が平気で利用していて、使いたいときに使えなかった。
● 道の案内・誘導をしてもらったり、信号を教えてもらって助かった。
▲ 自転車に白杖を折られて怖い思いをした。
▲ 案内・誘導してもらう際、内容が不十分で危険な思いをしたり、あっち・こっち（手振り）などを使われた。
● 筆談対応してくれたり、手話ができる人に出会えると嬉しい。
▲ 聞こえないので、会話が通じなかったり情報がわからなかったりする。また、情報通信手段が電話のみの場合は連絡ができない。
● 困ってオロオロしているとき、親切に対応してもらった。
▲ 声を出したりすると、周囲の人達の視線が冷たく感じた。また、指をさしながら笑ったり、こそこそ話される。
▲ 言っていることを信じてもらえない。
▲ どこに相談していいのかわからない。
● バス車内で子供が泣いて迷惑をかけているのに対応できなくて困っていたら、「大変ね。頑張ってね。」と声をかけてもらった。
▲ 電車の中で勝手に携帯動画を撮られた。（おもしろがられた）
● 子供を連れていると、エレベーターで先に乗降させてもらったり、待ってもらえた。また、スーパーで重いカゴをレジから運んでもらった。
● エレベーターがない駅で、ベビーカーを持って階段を上がってくれた。
▲ ベビーカーでバスに乗った時、畳んでいたが周りの乗客に迷惑そうな顔をされた。

▲ 車いすスペースに入ると嫌な顔をされる。
▲ エスカレーターに乗った時、足が悪いので右側に立ちたいが、若い人などが迷惑そうに走って行くので嫌な思いをしている。
▲ バス停から少し離れて停まるととても怖い。バスをできる限り歩道に近づけて停めるようにしてもらえるとありがたい。
▲ 支払いの際に、運転手が手帳を見たフリをして半額に割引してもらえなかった。親切でない。
▲ 席を譲る若者が少ないため、バス内で譲り合いの放送があると良い。
▲ 大きな荷物を持っている時に、運転手さんが迅速に手を貸してくれると助かる。
▲ 駅のタクシー乗降場などで、視覚障害者誘導用ブロックの先にきちんと停まっていないと、車の場所（ドアの位置）が分からない。
▲ 自転車の通行ルールやマナーが守れていない人が多い。
▲ 点字ブロック付近に自転車、商品があって危険である。
▲ 施設の出入口付近に障害理解のある人を配置してもらい、分からないことはすぐに聞けるようにするなど人的サービスを充実してほしい。
▲ 職員がすすんで声をかけるようにしてほしい。
▲ 精神障害の子どもが追い出されたことがある。見えない障害への対応が必要である。

参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見
　　【総括】

　茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の策定時に行ったアンケートやワークショップにおいて、当事者の方々からいただいた『心のバリアフリー』に関連するご意見
を一覧に整理しました。
　どの属性も共通して、困っているときの周囲からの声掛け・手助けや優先席・エレベーター等でのゆずりあいに関するご意見が多くありました。また、周囲の
障害に対する理解不足により不快な思いをした経験をしたというご意見が多くありました。属性別では、車いす使用者用駐車場や多機能トイレの適正利用（肢体
不自由者）や、適切な案内・誘導（視覚障害者）、筆談・手話対応（聴覚障害者）等に関するご意見がありました。

属性
身体障害者　共通

視覚障害者

建築物

心のバリアフリーに関連する主な意見

施設 心のバリアフリーに関連する主な意見
鉄道駅

バス

知的障害者

聴覚障害者

精神障害者

自閉症児者

子育て

タクシー

道路・交差点
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参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見　　【属性別】

意見種別 H26バリアフリーアンケート調査での主な自由記述
薬局で、自分の席まで持ってきてくれる。市立病院で「何かお手伝い必要ですか」と入口で受付の方に声をかけられた。

身障者の仲間と電車に乗る時、歩行補助車からバッグを車とホームの間に落としてしまったが、若い青年が補助車を持って下さり、バッグも
拾ってくれた。電車に乗ってからも席を立って下さった方達もいて感謝です。私はリウマチ歴30年で、両膝・両股関節に人工骨が入ってお
り、下に落ちた物が拾えません。100円ショップで品物を選んでいる時、買っていた品物が下に落ちてしまった時、近くにいた中学生の少女
が全部拾って下さり、助かったことが何度もあります。

子ども達が声をかけてくれて嬉しかった。
公民館をよく利用しますが、所長さん以下、皆さんがよくフォローして下さり、本当にありがたいです。また、一般の方々の中にも、弱者に
対する思いやりが広がっているように感じられます。
電車に乗った時、気付いてくれて席を譲ってもらった。
散歩に行って転倒し、自宅まで送ってもらった。
車イスに乗れた頃、助けてもらいました。

9/7(日)変電所前から文化会館8:02のバスに10年振りに乗車しました。運転士に「身」手帳を見せながら「いくらでしょうか」、140円支払い
BOXに入れる（本当は100円）。感じの悪い人である。私の方から「ありがとう」と言って下車する。帰りは100円をBOXに入れる。人として
悲しみを思う。しっかりと仕事すること。自分のために。9/8(月)神中にTelし注意もした。

段差で苦労していた時、声をかけたが手伝ってくれなかった。
公衆トイレなど、一般の方々が多機能トイレを平気で利用している。「障」マークのパーキングに、一般の方々が車を乗り入れている時には
悲しく感じる。
見知らぬ人に手助けや協力を求める場面はまずないけれど、（何か事が起こったとしても、身近な人が対応するのが一番良いので）、冷やや
かな視線はやめて欲しい。

肢体不自由者 手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

重度障害の子の車の乗降に関して、雨の日は特に大変なのを痛感しながら、市立病院や市役所でさえ、身障者駐に停める人を目にしては、憤
りを感じている。（市役所納税課の車も目にした経験有）
駅やバスなどで声をかけて頂く。
駅や町中で声をかけてもらったり、手助けをしてもらった。
つるみね東部コミセンを月に1回利用しているが、手助けや協力してくれるので助かる。つるみねボランティアセンターで家事のことをやって
くれるので助かる。
声かけて誘導してくれた人がいた。
クラブ活動でいつも協力してもらって、とても助かっている。
ホーム等で協力してくれて助かった。
待ち合わせの時などに声かけしてくれることが、以前に比べて多くなってきた。子供の理解が進んできたように感じる。道に迷った時に声か
けしてもらい、目的地にたどり着くことができた。
道を案内してくれた。
職場への通勤を行っているが、道中、多くの方に声かけている。
信号を教えてくれた。
道を1人で歩いている時、声をかけてもらって嬉しかった。
ホームから転落しそうになった時、助けてもらった。道に迷った時、一緒に行ってくれた。
自転車で白杖を折られた時、そのまま通り過ぎようとされたことがある。慌てて呼び止めて、目的地まで連れて行くよう頼んだが、町中で白
杖が壊れた時、どんなに怖い思いをするのかもっと分かって欲しい。
助けを求めて声かけたのに無視された。
建物を探していた時、周りの人に声をかけたが無視された。
自宅に1人でいる時、セールスや勧誘などの訪問がよく分からず不安。
声かけはあったが、内容が不十分で困ったことがある。駅ホームで落ちたことがある。（茅ヶ崎駅）
声をかけても返事がなかった。白杖を持っていたのにぶつかってきた。
道を説明するのに、あっち・こっち（手振り）などを使われた。
困った時に周りにどのような人がいるのか分からず、声を出してみたが反応がなかった。
雨の時、バスの車内で心ない言葉を投げかけられた。（雨の時、何で外出するんだ！等）

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

属性
身体障害者

視覚障害者
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参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見　　【属性別】

意見種別 H26バリアフリーアンケート調査での主な自由記述属性
電車でせっかく座っているのに席を譲ってもらった。
筆談を書いてくれる人がいて嬉しかった。
レジ前で店員のお話がよく分からず、「耳が聞こえない」と言っているのに、方法が分からないので話しかけ続けていた。すると、隣りの客
が気付いて、身振りで教えてくれた。お陰でレジが進められた。
「聞こえないことを知っているから、分からない時は声をかけて欲しい」、と言われたりする時はとても嬉しい。
路線バスの運転手、お店の人などで、手話ができる人に出会えたこと。「ありがとう」の手話だけでも嬉しく感じる。
通訳者がいて良かった。私の子供までひかれた。
文字が書けない。携帯電話を持っていないためメールができない。
聞くつもりが冷たい人がいて無視された。
茅ヶ崎パーキングでの出来事。深夜、車を出ようとしたらバーが上がらず、駐車カードの磁気のトラブルだと思うが、深夜は係の者がいな
い。トラブルの時は連絡とあるが、聞こえないために電話ができなかった。
バスの乗車時、混み合っていて後ろがかなり空いているにも関わらず、詰めようとしてくれなかった。協力を求めても嫌な顔をされた。
聞こえないので情報が分からなかった。
目に見えない障害なので、本当に聞こえないのかな？と思われる時がある。特に私は話ができるから。
会話が通じない。（レストランでの注文、買い物など。）
通勤時の電車トラブルの時、健常者相手の対応で精一杯であることは理解できるが、駅員の対応はとても悪い。こちらはどの位で運転再開で
きるか、それだけを把握したくてこちらがメモとペンを用意しているにも関わらず筆談対応してくれない。
座談会へ、通訳がいなかったので心細かった。
1人でトイレに行った時（補助者は外で）、場所を教えてくれた。そして、出口まで誘導してくれた。
娘が養護学校高等部の時、路線バスで通学していましたが、ある日定期を忘れてバスに乗ってしまいました。その時に、困ってオロオロして
いる娘に、運転手さんが親切に対応して下さったそうです。（母記入）
スイミングスクールで自分の顔を覚えてくれた小学校低学年の人が、道で会った時に挨拶してくれた。
声を出したりすると、周囲の人達の視線が冷たく感じた。何か変なものを見る目で見ている。（小さい子から高齢の人達まで）

JR相模線を利用して通所していた時に、東海道線がストップしても相模線が運行している状況が理解できずに、茅ヶ崎駅でずっと立っていた
ことがあった。もう少し分かりやすいアナウンスや誘導があったら、そうはならなかったかと思う。駅の職員の方にもっと障害者のことを理
解して欲しい。（母記入）

ジロジロ変な目で見られる。露骨に無視される。数人で指さしながら笑ったり、こそこそ話される。
アドバイザーのケア。
「元町の家」でケアしてもらった。
一人暮らしの中で、地域の方々に相談にのってもらっている。
嫌がらせをする人がいたのが悲しかった。
言っていることを信じてもらえない。
医者がいい加減すぎて（こずえ心療内科、藤井医院）、かえってひどくなってしまった。
どこに相談していいのか分からなかった。
町や電車で話しかけた人が返事をして会話をしてくれた。
バス車内で子供が泣いて迷惑をかけているのに対応できなくて困っていたら、「大変ね。頑張ってね。」と声をかけてもらった。
駅近くの路上で雨が降り出し、傘が差せないので（片麻痺）、傘に入れて駅まで一緒に歩いてくれた人が何回もあった。助かった。嬉しかっ
た。
障害のある子供と出かけた時、席を譲ってもらった。
電車の中で勝手に携帯動画を撮られた。（おもしろがられた）
道を左側通行しているのに、向かいから歩いてきて道を空けない人が多い。（特に、市役所スロープ下の道はマナーが悪い。）危ない。
（中）高生の自転車にぶつかったこと何回もある。西浜高生の浜見平、南湖付近の指導を徹底して欲しい（学校へ）。
障害のある子供と出かけた時、バカにするような言葉をかけられたことが1度あった。

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

知的障害者

精神障害者

自閉症児者

聴覚障害者
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参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見　　【属性別】

意見種別 H26バリアフリーアンケート調査での主な自由記述属性
町内でゴミ出しは近所の人達、子供達が手助けしてくれます。ダンボール、ビン、カン、ペット。
家族の障害を受け入れて、優しく接してもらえた。
子供が不親切な態度をとってしまった際、障害のことを説明すると理解してもらえ、許してもらえた。
駅（鉄道）の職員の方々の理解度、警察の方々の理解度があって助けられた。心丈夫なことが多々あり、ありがたい。
電車に乗っている時、席を譲ってもらったのが嬉しかった。
妊婦時は、電車やバスで席を譲って頂けるのは本当に嬉しかったし、今でも、某スーパーでは子連れだと買い物カゴをテーブルまで運んでく
れたり、ビニール詰めをしてくれたりと、些細なことだけど大きい。高齢者や障害者も同じだと思う。
妊婦の時、席を譲ってもらったり色々助けてもらった。
電車に乗った時、優先席じゃなくても代わってくれる人がいた。（妊婦、子連れの時。）
子連れで買い物している時、周りの人がカゴを運ぶのを手伝ってくれた。お会計で焦っている時、「ゆっくりでいいですよ！」と一言かけて
くれた。
子供を連れていると、エレベーターなどで先に乗り降りさせてくれたり、待ってもらえたりする。スーパーで重いカゴをレジから運んでくれ
る。
エレベーターがない駅で、ベビーカーを持って階段を上がってくれた。
妊婦の時に車内で席を譲ってもらった。また、子連れの時も席を譲ってもらったことがあります。
ベビーカーを階段で持ってもらった。エレベーターの開閉をしてもらった。子供を先に、乗り物や道を譲ってもらった。
ベビーカーで電車に乗って、降りる時に手伝ってくれました。子供を抱っこしていると、席を譲ってもらったことが何度かある。
妊婦中に席を譲ってもらった。
車イスの方を見たらドアなど開けて待つようにしていますが、ベビーカーを押していた時、同様にして頂き助かりました。
ベビーカーだとドアを開けてくれる。
ベビーカーで出かけていて、エレベーターの場所を教えてくれた。子供が電車で泣いてしまった時、一緒にあやしてくれた。
マタニティマークを付けてバスに乗車中、2度ほど席を譲ってもらった。妊娠初期で見た目には気付かないが、つわりなどつらい時期だったの
で助かりました。特に、子育て経験のある女性が多く気付いてくれた。
障害（家族）のことで相談に行った時、「今、心配しても何もできることはない」という答えをもらった。
一般の人の心ない言動。滅多にないが、ごくまれにある。JR車内で「バ～カ」とオジサンに言われた。
ベビーカーで電車に乗る時、周りの理解が少なくて悲しい。
授乳室がもっとたくさんあればよい。
ベビーカーを邪魔だと言われた。エスカレーターで押された。子連れだと嫌な目で見られた。
車イスの人と出かけた時に、「車イスなのに来るなんて…」と言われた。
ベビーカーを押していて親切な方も多いが、あからさまに嫌な顔をされた。（エレベーター等で）
駅に授乳室があるとよい。
ベビーカーでバスに乗った時、畳んでいたが迷惑そうな顔をされた（乗客に）。駅前の点字ブロックの上に駐輪している。

手助けや協力がなくて
困った、悲しかった

手助けや協力があって助
かった、うれしかった

子育て
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参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見【施設別】

施設 ワークショップやバリアフリーアンケート調査等での市民意見
スロープ板で乗車するときに最後に乗るとスペースがないため、先に乗車させてほしい。
エスカレーターに乗った時、足が悪いので右側に立ちたいが、若い人などが迷惑そうに走って行くので嫌な思いをしている。
車いすスペースに入ると嫌な顔をされる。
乗降車する際に、自分で車両のドアを開ける必要がある。
→視覚障害者にはわからない。
無人改札の場合、困った時に誰にも聞けない。
正着や人的対応など、乗務員のさらなる教育が必要である。また、対応で不足している部分もあるので、足りない部分を補う教育が必要であ
バス停から少し離れて停まるととても怖い。バスをできる限り歩道に近づけて停めるようにしてもらえるとありがたい。
降車が怖いので、乗車時に、自分が降りる停留所では正着するようにお願いしていたが、中乗り方式になったため、運転手とのコミュニケー
ションがとりにくくなった。（視覚障害者）
緊急時など、乗務員が口頭で何かを伝えようとしても聴覚障害の方にはわからない。
→何らかの形で情報を伝える工夫が必要である
車いすで乗降しようとするとスロープの出し入れなど5分以上かかってしまう。→スムーズにできるよう、乗務員の対応が重要である。
空いている席がわからない。
→乗務員に案内してもらえると助かる。
高齢者等が乗降する際に、運転手の優しさの度合いがない人が時々いる。
運転が荒い。
支払いの際に、運転手が手帳を見たフリをして半額に割引してもらえなかった。親切でない。
ベビーカーを座席にくくり付け可能と書いてあるが、小さくて読みづらいことと、乗車して読みながらくくり付けるのは時間がかかる。運転手
によっては、まだ付け終わっていないのに発車するのでとても危ない。バス停に貼っておいてもらえると良い。または、張り紙を大きくしてわ
かりやすくして欲しい。
知的障害の方がバスに乗ると、注目されたり、声をあげるとびっくりされたりする。→乗客の心のバリアフリーが必要である。
ベビーカーの固定に時間がかかる。ワンタッチで留められる固定具にして欲しい。
コミュニティバスは乗降口が１つしかないので、視覚障害の方は乗降時に人が来るのがわからず、ぶつかってしまう。→乗務員に口頭で教えて
もらえると助かる。
えぼし号の運転手は優しい。（知的障害者）
他の客が乗降するときや空席のある場合に運転手に案内してほしい。（視覚障害者）
高齢者に席を譲る若者が少ないため、バス内で譲り合いの放送があると良い。
車両が小さいので大変混雑している。車いすやベビーカーでの利用は大変そうである。
送迎先（到着時）の建物までの介助をして欲しい。
大きな荷物を持っている時に、運転手さんが迅速に手を貸してくれると助かる。
着いた時の場所をきちんと説明してほしい。（視覚障害者）
駅のタクシー乗降場などで、視覚障害者誘導用ブロックの先にきちんと停まっていないと、車の場所（ドアの位置）が分からない。
逆走する自転車がいて危険である。
歩道が狭い上に不法駐停車が多く、自転車も多く行き交うので、非常に危険である。
沿道店舗に駐車している自転車が道路に飛び出している。（ガスト）
歩行者デッキでは、自転車を引いて歩くように徹底してほしい。
路上駐輪、駐車があり、車道にはみ出して歩く必要があるので危険。
路肩に電柱や標識、看板等があって通りにくい。
点字ブロック付近に自転車、商品があり危険。
高砂コミセン付近のサザン通りは車通り多く危険。スピードを落とす注意喚起が必要。
エメロードはお店以外の利用者が停めている印象がある。
駐車している車が多すぎる。
車と歩行者の信号制御が分かれているため、歩行者・自転車が斜め横断するなど交錯しており危険である。
スピードを出した自転車が斜めに渡りとても怖い。
自転車を降りて下さいとの表示があるが、守る人はほとんどいない。

タクシー

道路

交差点等

鉄道駅

バス

7 ページ



参考資料１　心のバリアフリーに関連するご意見【施設別】

施設 ワークショップやバリアフリーアンケート調査等での市民意見
茅ヶ崎市役所 入口に障害理解のある人を配置してもらい、分からないことはすぐに聞けるようにして欲しい。また、この人が案内者だとすぐ分かるように目

印を付けて欲しい。
案内してくれる係の人がほしい。
文化施設やスポーツ施設等を障害のある人も使うという意識が低いように感じる。
精神障害の子どもが追い出されたことがある。
→見えない障害への対応が必要である。
広くて居心地がいいので、ピョンピョン跳ねていたり、部屋を見ていたら、警備員に「帰りなさい」と言われた。

茅ヶ崎市立図書館 本が高い場所だと手が届かない。
障害がある場合、事前に連絡すると図書館側の通用門から出入りさせてくれる。
→そういう対応があることの案内が無いので周知してほしい。
高砂緑地から長いスロープで上り入館しなければならない。健康な人なら良いが、車イス等では入館しにくい。
スロープ出入口の自転車が邪魔である。
スロープ出入口に自転車を置かないよう利用者マナーを徹底する。
どこで相談したらいいのかわからない。

茅ヶ崎市社会福祉協議会
茅ヶ崎駅北口子育て支援センター
茅ヶ崎市ファミリー・サポート・センター

視覚障害者は、一般的に病院は一人で利用できないので、介助が必要である。
聴覚障害者は、コミュニケーションが難しいので、診察で聞きたいことが十分聞けないことがある。
院内の移動をサポートしてくれるサービスがほしい。
手話をできる職員がいない。
心がこもっていない。

ヤマダ電機ダイクマテックランド茅ヶ崎店 人的サービスで介助してくれると良い。
イトーヨーカドー茅ヶ崎店 介助をお願いすると警備員がサポートしてくれるので助かっている。

→介助士がいると更に良い。
東横INN湘南茅ヶ崎駅北口 テーブルやいすで空間が狭く、トースターには手が届かないなど、車いすではロビーでの朝食利用は難しい。

→手伝いを依頼したり、朝食を部屋に運んでもらうなども考えられるが、サービスでどこまで対応してくれるかわからない。安さを売りにして
いるビジネスホテルでもあり、遠慮してしまう。

車いすの方が訪れたら、職員がすすんで声をかけるようにしてほしい。

茅ヶ崎市民文化会館

茅ヶ崎市美術館

茅ヶ崎市総合体育館

茅ヶ崎市立病院
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